
船舶事故調査報告書 

令和５年１２月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 浸水 

発生日時 令和５年５月１６日 １５時２０分ごろ 

発生場所 福岡県福岡市玄界
げんかい

島北東方沖 

 玄界島灯台から真方位０４６°２.２海里付近 

（概位 北緯３３°４３.１′ 東経１３０°１６.０′） 

事故の概要 プレジャーボートA
ア

su
ス

ka
カ

は、航行中、ゴム製冷却海水管に破口を生

じ、機関室が浸水した。 

事故調査の経過 令和５年５月２９日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート Asuka、５トン未満（長さ１０.９１ｍ） 

２９４－１８５８７福岡、株式会社ヒロショウ技建 

ディーゼル機関、船内機、４サイクル、出力２６４.７８kＷ、回転

数毎分２,６００、６気筒、ボア１１０mm、使用燃料軽油、機関製

造年月不詳、平成６年１０月進水 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 潤滑油冷却器のゴム製冷却海水管に破口 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北東、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約０.３ｍ 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、知人１人を乗せて航行中、主機の

回転数が上がらなくなって速力が下がり始めた。 

船長は、機関室を確認したところ、十数 cm の高さまで液体が溜ま

っていることを認め、燃料油が漏れたと思い、直ちに主機を停止し

た。 

船長は、船舶整備業者に連絡して機関室内の状況を説明し、助言を

求めたところ、何らかのホースが破損している可能性があると助言さ

れたので、自力で航行することは危険と判断し、携帯電話で１１８番

通報を行った。 

本船は、来援した巡視船の搭載艇により福岡市の漁港にえい
．．
航され

た。 

本船は、本事故後、船舶整備業者による調査で、‘潤滑油冷却器の

出口側に当たるゴム製冷却海水管’（以下「ゴム製冷却海水管」とい

う。）に破口が生じていることが認められ、同破口から冷却海水が漏

えい
．．
していたことが判明した。 

船舶整備業者の担当者は、ゴム製冷却海水管の状態から判断して経

年劣化により破口が生じたものと推測した。 



船長は、平成２４年７月ごろに本船を中古で購入して以降、ゴム製

冷却海水管に破口を生じるなど思ってもいなかったので、ゴム製冷却

海水管の点検や交換を行っていなかった。 

船長は、本事故前、出港前点検の際に、冷却海水の排出状況や機関

室の状態等に異常がないことを確認していた。 

分析 

 

本船は、１０年以上ゴム製冷却海水管の点検及び交換が行われてい

ない状態で航行中、ゴム製冷却海水管が経年劣化により破口を生じた

ことから、ゴム製冷却海水管から冷却海水が漏えい
．．
し、機関室に浸水

したものと考えられる。 

本船は、船長がゴム製冷却海水管に破口を生じるなど思ってもいな

かったことから、１０年以上ゴム製冷却海水管の点検及び交換が行わ

れていなかったものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が、１０年以上ゴム製冷却海水管の点検及び交換が

行われていない状態で航行中、ゴム製冷却海水管が経年劣化により破

口を生じたため、機関室にゴム製冷却海水管から冷却海水が漏えい
．．
し

て発生したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、ゴム製冷却海水管について、定期的に目視や触手による

点検を行い、ひび
．．
割れなどがないかを確認し、劣化が認められる

場合は、機関整備業者に依頼するなどして交換を行うこと。 

なお、ゴム製冷却海水管は、状態の良否に関わることなく、定

期的に交換することが望ましい。 

 


